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第
１７
回
チ
ャ
リ
テ
ィ

歌
謡
シ
ョ
ー

　
四
月
十
五
日
、
大
栃
カ
ラ
オ

ケ
愛
好
会
の
主
催
で
『
第
十
七

回
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
』

が
奥
物
部
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
愛
好
会

の
メ
ン
バ
ー
十
二
人
と
プ
ロ
の

演
歌
歌
手
に
よ
り
自
慢
の
歌
声

が
披
露
さ
れ
、
大
き
な
盛
り
上

が
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
歌
謡
シ
ョ
ー
の
収
益

か
ら
物
部
地
域
の
社
会
福
祉
に

役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
四
十

万
円
が
香
美
市
社
会
福
祉
協
議

会
物
部
支
所
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

「
恋
の
峠
道
」

純
真
お
馬
の
碑
建
立

　
香
北
町
と
物
部
町
の
境
の
八

京
峠
に
純
真
と
お
馬
の
姿
を
刻

ん
だ
碑
が
建
て
ら
れ
、
四
月
十

六
日
に
地
元
住
民
と
関
係
者
八

十
人
で
完
成
が
祝
わ
れ
ま
し
た
。

 

碑
は
、
純
真
と
お
馬
が
こ
の

峠
の
近
く
を
通
っ
た
こ
と
を
後

世
に
伝
え
た
い
と
い
う
地
元
住

民
の
願
い
の
も
と
、
多
く
の
人

の
協
力
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も

の
で
、
二
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

ち
な
み
「
恋
の
峠
道
」
と
名
付

け
て
、
轟
の
滝
か
ら
奥
物
部
な

ど
を
つ
な
ぐ
山
岳
観
光
資
源
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
和
へ
の

 

願
い
を
こ
め
て

  

五
月
十
一
日
、
市
立
中
央
公

民
館
で
香
美
市
戦
没
者
追
悼
式

が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
、

遺
族
ら
約
百
七
十
人
が
参
列
し

ま
し
た
。

 

式
で
は
、
戦
没
者
に
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
後
、
参
列
者
が
次
々

と
献
花
を
し
ま
し
た
。
遺
族
ら

は
、
め
い
福
を
祈
る
と
と
も
に
、

あ
ら
た
め
て
平
和
へ
の
願
い
を

こ
め
て
、
祭
壇
に
向
か
っ
て
手

を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。

蜷
め
い
福
を
祈
る
遺
族

蜷
二
人
の
恋
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

　
伝
え
る
碑

蜻
自
慢
の
歌
声
を
披
露

山田消防団 物部消防団

消
防
団
員
が

熱
心
に
訓
練

　
消
火
技
術
の
向
上
、

団
員
の
交
流
を
図
ろ

う
と
消
防
団
の
春
季

演
習
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
四
月
十
五
日
に
は

土
佐
山
田
消
防
団

（
団
員
・
消
防
署
員

あ
わ
せ
て
約
百
三
十

人
が
参
加
）
が
森
林

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

二
十
二
日
に
は
物
部

消
防
団
（
団
員
・
消

防
署
員
あ
わ
せ
て
約

六
十
人
が
参
加
）
が

大
栃
公
園
で
放
水
訓

練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
団
員
ら
は
、
消

防
署
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
、
実
践
で

も
生
か
す
こ
と
が
で

き
る
よ
う
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
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自治会長１１５人が参加

平
成
１９
年
度

 

香
美
市
行
政
連
絡
会
を
開
催

  

香
美
市
の
自
治
会
長
と
市
執

行
部
、
市
議
会
議
員
ら
が
一
堂

に
会
し
、
香
美
市
の
課
題
に
つ

い
て
考
え
合
う
『
平
成
十
九
年

度
香
美
市
行
政
連
絡
会
』
が
四

月
二
十
一
日
、
市
立
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
、
百
十
五
人
の

自
治
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
市
長
と
議
長
よ
り
、

行
政
と
議
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
市
政
の
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
各
課
か
ら
今
年
度
の
事

業
予
定
や
施
策
に
つ
い
て
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

自
治
会
長
か
ら
は
、
新
庁
舎
建

設
や
議
員
報
酬
の
こ
と
な
ど
、

住
民
の
関
心
が
高
い
課
題
に
つ

い
て
執
行
部
に
質
問
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

春
の
叙
勲
〜
香
美
市
か
ら
５
氏
が
受
章
〜

◆
旭
日
小
綬
章
◆

野
島
民
雄
さ
ん
（
香
北
町
岩
改
）

元
香
北
町
長
　
地
方
自
治
功
労

 
昭
和
四
十
四
年
に
香
北
町
議
会
議
員

に
当
選
以
来
三
期
に
わ
た
り
在
職
し
、

昭
和
五
十
三
年
の
香
北
町
長
初
当
選
後

は
、
香
美
市
発
足
ま
で
二
十
七
年
余
に

わ
た
り
、
町
政
の
充
実
・
発
展
に
努
め
、

地
域
産
業
の
振
興
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

野
島
さ
ん
…
住
民
の
方
々
の
今
日
ま
で
の
ご
協
力
、
職
員
、
議

会
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て
今
日
に
い
た
っ
て
お
り
、
感
謝
を
し

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
旭
日
小
綬
章
◆

宗
石
鑛
道
さ
ん
（
物
部
町
大
栃
）

元
物
部
村
長
　
地
方
自
治
功
労

 

物
部
村
議
員
と
し
て
在
職
し
た
後
、

平
成
元
年
に
物
部
村
長
に
初
当
選
し
、

香
美
市
発
足
ま
で
五
期
十
六
年
余
に
わ

た
り
在
職
し
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
環
境
整
備
や
福
祉
の
充
実
、
林
業
振
興
な
ど
地
域
産
業

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

宗
石
さ
ん
…
大
変
あ
り
が
た
い
叙
勲
を
い
た
だ
き
、
感
激
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
地
域
の
皆
さ
ん
方
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
も
で
き
る
だ
け
地
域
に
貢
献
で
き
る
よ

う
な
生
活
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 

◆
瑞
宝
双
光
章
◆

中
山
熊
義
さ
ん
（
土
佐
山
田
町
東
本
町
）
　

元
公
立
小
学
校
長
　
教
育
功
労

 

昭
和
二
十
九
年
か
ら
約
三
十
九
年
の
長
き
に
わ

た
り
、
小
学
校
教
諭
・
校
長
、
社
会
教
育
主
事
と

し
て
、
同
和
・
健
康
・
図
書
館
教
育
の
充
実
・
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

中
山
さ
ん
…
私
個
人
が
い
た
だ
い
た
と
い
う
よ
り
、

皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
代
表
し
て
い
た

だ
け
た
も
の
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

第８回危険業務従事者叙勲
◆
瑞
宝
双
光
章
◆

北
村
俊
三
さ
ん
（
香
北
町
美
良
布
）

元
警
視
正
　
警
察
功
労

　
昭
和
二
十
四
年
に
高
知
県
警
に
採
用
さ
れ
、

昭
和
六
十
一
年
か
ら
赤
岡
署
長
を
務
め
ら
れ

た
後
、
昭
和
六
十
三
年
に
退
職
。
三
十
九
年

間
の
長
き
に
わ
た
り
警
察
業
務
に
従
事
さ
れ

ま
し
た
。

北
村
さ
ん
…
こ
の
度
は
大
変
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。
「
必
勝
の
信

念
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
三
十
九
年
間
励
ん
で
こ
ら
れ
た
の
も
、
ひ
と
え

に
上
司
や
同
僚
の
ご
鞭
撻
と
、
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で

す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

 

◆
瑞
宝
単
光
章
◆

原
敬
さ
ん
（
土
佐
山
田
町
逆
川
）

元
高
知
県
警
部
　
警
察
功
労

 
昭
和
二
十
四
年
に
大
阪
府
警
に
採
用
さ
れ

た
後
、
高
知
県
警
に
移
り
、
昭
和
六
十
二
年

に
退
職
す
る
ま
で
、
「
一
生
懸
命
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
警
察
業
務
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

原
さ
ん
…
受
章
に
は
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
叙
勲
の
栄
誉
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
、
心
が
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。


